
 

 １８５  

員の㕦がṁけた。 

  

㧨ᩰ⚊ኈེ࠻ࡦࡌのࡊ࠶࠽ࡦࠗ開ᆎ㧪 

 

・  １３日４時５２分、発電所対策本部復旧班は圧力抑制室からのベントラインにある

空気作動弁（大弁）を開けるために、中央制御室設照明用小ဳ発電機からの電源を

用いて、当弁の電⏛弁を強制的にബ⏛させた。  

・  １３日５時１５分、発電所長はラプチャーディスクを除く、格納容器ベントの系統

構成を完成させるよう指示した。 

・  電⏛弁をബ⏛した後、運転員がトーラス室に行き、空気作動弁（大弁）の開度を確

認したところ全閉であった。このため、発電所対策本部復旧班は、１３日５時２３分

より、当弁を㚟動させる空気ボンベの交換を行い、ஜ全性の確認を実施。その後、

運転員が当弁の開閉状態の確認に向かったが、トーラス室は高温の状態であり、開

閉状態を確認できなかった。この時、弁の開閉状態を確認しようと圧力抑制室上部に

足をかけた際に運転員の㕦がṁけた。 

・  １３日５時５０分、格納容器ベント実施に関するプレス発表を実施し、７時３５分、

格納容器ベント実施時の発電所周辺への被ばく評価結果を官ᐡ等に連絡した。 

 

㧨ේሶἹᵈ᳓ᚻᲑの⏕ߦะߚߌኻᔕ㧔ᶖ㒐ゞࠆࠃߦᵈ᳓ᚻᲑの⏕㧕㧪 

 

・  発電所対策本部復旧班が電源車による電源復旧を進めていたところ、１３日未明、

３，４号機の電源復旧のために੍め準備していたケーブルが１号機原子炉建屋の爆発

の影響で損傷していることを確認した。電源車による電源復旧に時間がかかるため、

原子炉注水のㆬᛯ⢇はディーゼル㚟動消火ポンプ及び消防車による注水のみとなっ

た。 
・  発電所に配備していた消防車３บのうち、１บは１号機の海水注入に使用しており、

１บは津波の影響により使用ਇ能、５，６号機側の消防車１บについては津波で流さ

れたとの情報もあり、使用できない状況であった。 
・  １３日６時頃、５，６号機側の消防車が使用可能であることが確認できたため、  

５，６号機側の消防車を１～４号機側に移動した。さらに、福島第二原子力発電所で

緊急時のバックアップとして待機していた消防車１บも福島第一原子力発電所へ移

動した。 
・  １３日５時２１分、発電所長の了解を得て、これらの消防車を用いて海水注入のラ

インの構成を行い、ほ߷完了していた状況で、同日６時５０分頃、当社の官邸派遣者

からᭂ力᷆水を注入することを検討するよう発電所長に連絡があった。このため、海

水注入のラインから᷆水注入ラインへの切ᦧを急ㆰ行い、防火水ᮏを水源とした᷆水

注入ラインを構成した。 
・  消防車によって原子炉へ注水するためには、消防車のฯ出圧力が低いため、主蒸気

ㅏがし安全弁による原子炉圧力の減圧が必要であった。また、この主蒸気ㅏがし安全

弁を開けるためにはバッテリーが必要であったが、１，２号機の計器復旧等のために

所内のバッテリーを集めた後だったこともあり、必要な電源が確保できず主蒸気ㅏが

し安全弁を操作できない状態であった。 
・  このため、１３日７時頃、発電所対策本部の社員の自動車のバッテリーを取り外し

て集め、発電所対策本部復旧班が中央制御室へ運搬した。 



 

 １８６  

 㧨ᩰ⚊ኈེࡊ࠶࠽ࡦࠗ࠻ࡦࡌቢੌ㧪 

 

・  １３日８時３５分、運転員が格納容器ベントラインにある電動弁を現場で手動にて

１５㧑開状態としたޞ①ޝ。手順書では２５㧑開がᮡ準的な調整開度であるが、格納

容器圧力の下がりすぎを考ᘦし、⧯ᐓ⛉った１５㧑開度に設定した。 

・  １３日８時４１分にラプチャーディスクを除く格納容器ベントライン構成を完了

し、ドライウェル圧力がラプチャーディスク作動圧力（４２７㨗Ｐ㨍=ICIG?）よりも

低く、格納容器ベントされない状態（ラプチャーディスク開放待ち）で、格納容器ベ

ントを系統構成する弁ޞ②ޝの開状態を保持し、ドライウェル圧力の監視を継続した。 

 

 㧨ේሶἹᕆㅦᷫ開ᆎ㧪 

 

・  発電所対策本部復旧班が、中央制御室にて主蒸気ㅏがし安全弁の㚟動電源としてバ

ッテリーを直列に接続する作業を行っていたところ、運転員が原子炉圧力の低下を確

認した。１３日９時０８分頃に主蒸気ㅏがし安全弁が開いて、原子炉圧力の急速減圧

が開ᆎされた（その後、直列に接続したバッテリーを制御⋚につなぎこみ、主蒸気ㅏ

がし安全弁を開いて、減圧を維持した）。 
 

Ԝ㧝㧟ᣣ㧥ᤨ㗃㨪㧝㧠ᣣ㧝㧝ᤨ㗃 

 

 ේሶἹのᷫ࡞ࠖ࠺ࠅࠃߦ㚟േᶖἫࠆࠃߦࡊࡦࡐᵈ᳓ࠍ開ᆎޔߦ߽ߣߣࠆߔ㧥ᤨ

㧞㧡ಽޔᶖ㒐ゞࠆࠃߦᵈ᳓߇開ᆎޔߚ߹ޕߚࠇߐหᤨᦼ࡞ࠚ࠙ࠗ࠼ߦജ߇ૐਅޔߒ

ᩰ⚊ኈེ߇࠻ࡦࡌታᣉߣߚࠇߐ㧥ᤨ㧞㧜ಽ㗃್ߦᢿߘޕߚߒのᓟ࡞ࠚ࠙ࠗ࠼ޔജ߇

ౣޔߚߚߒᐲᩰ⚊ኈེࠍࡦࠗ࠻ࡦࡌ᭴ᚑߘޔߒのᓟࠅ➅ޔ᷆ޔߚ߹ޕߚߒ᳓

  ޕߚߒ開ᆎࠍ㧝㧟ᤨ㧝㧞ಽᶏ᳓ᵈޔⴕࠍ߃ᦧࠅ᳓Ḯಾޔߚߚߞߥߊߥዋࠅᱷ߇

㧝㧠ᣣ㧝㧝ᤨ㗃ޔේሶἹᑪደ߇⊒ޕߚߒ⊒のᓇ㗀ߢᵈ᳓߇ᱛޔ߇ߚߒㆇォน⢻ߥ

ᶖ㒐ゞࠍ↪ޔߒ‛឴႐ࠄ߆のᵈ᳓ࠍࡦࠗ᭴ᚑޔߒ㧝㧡ᤨ㧟㧜ಽ㗃ᶏ᳓ᵈౣࠍ開ߒ

 ޕߚ

 

 㧨ේሶἹᵈ᳓ߣᩰ⚊ኈེ࠻ࡦࡌの開ᆎ㧪 

 

・  原子炉急速減圧により、ディーゼル㚟動消火ポンプによる注水が開ᆎされるととも

に、１３日９時２５分、ほう㉄をṁ解した防火水ᮏ（᷆水）を水源として、消防車に

よる原子炉への注水を開ᆎした。 

・  １３日９時２４分、ドライウェル圧力の低下(同日９時１０分：０．６３７ＭＰ㨍

=CDs?ψ同日９時２４分：０．５４０ＭＰ㨍=CDs?)が確認されたことから、発電所対

策本部は、９時２０分頃に格納容器ベントが実施されたと判断した。 

【添付８－１３、１４】 

 

 㧨ᩰ⚊ኈེࡦࠗ࠻ࡦࡌの⛽ᜬ㧪 

 

・  １３日１１時１７分、ボンベの圧力低下により空気作動弁（大弁ޞ②ޝ）が閉とな

ったため、発電所対策本部復旧班はボンベを交換して開操作を再度実施し、１２時３

０分当弁が開になっていることを確認した。 


